
 昨年末のクリスマスに思いがけないプレゼントがあ

りました。12月 25日（月）９：30から、山北中学校の

生徒・先生、地域の方によるクリスマスゴミ拾いが実施

されました。これは山北中学校生徒会美化委員会発案の

奉仕活動です。冬休み初日にも関わらず、総勢 60名を

超える参加がありました。サンタクロースの衣装や帽子

を身に付けた中学生が、山北駅を出発し、町内のゴミを

拾いました。途中のやまきたこども園の前では、お兄さ

んお姉さんサンタが手を振ってくれて、こども園の園児

は大喜びです。若者の力で町が元気になる、寒くても心

が温まる、そんな出来事でした。 
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山北中学校 クリスマスゴミ拾い  

 

山北中学校「いのちの授業」 

 

   

 

 

 

 

 

11 月 14 日（火）に 岡本 美奈子 氏より、各

学校等に絵手紙絵本の寄贈がありました。岡本氏は

旧共和小学校、三保小学校で校長先生を歴任され、

山北町にはご縁の深い先生です。ご自身の作品はも

ちろん、絵手紙なかまの作品が折々の季節の思い出

や言葉とともに、数多く掲載されています。生涯学

習センター図書室にも置いてあります。ぜひ手に取

って日本の四季を感じてみてください。 

12月４日（月）５時間目に、山北中学校にお

いて全生徒・保護者を対象とした「いのちの授

業」が行われました。講師はＮＰＯ法人「いの

ちをバトンタッチする会」代表の 鈴木 中人 

氏です。娘を小児がんで亡くされたご自身の体

験を踏まえたご講演は、聞く人の胸を打つお話

でした。生きたいと願うお子さんと、それを支

えるご両親の思いが切々と伝わり、生徒も自分

のいのちが多くの人に支えられていることに

改めて気づくことができたことでしょう。授業

後全生徒が、命の大切さについて真剣に考え、

自分の思いを作文に書きました。「いのち」に

ついて深く考えるきっかけとなりました。 

 

 

 

 

山北町いじめ防止基本方針は平成 27 年に策定
されました。このたび、いじめ防止対策推進法
の施行から３年が経過したことにより、見直し
が図られ、国・県のいじめ防止基本方針が改定
されました。これに伴い、山北町でも基本方針
の改定を行いました。 

改定のポイントとしては、次の８点です。               
①いじめやふざけ合いであっても被害性に着目 

し、いじめに該当するか判断する。         
②いじめの解消の定義を明確化する。       
③教職員が抱え込まず、いじめへの対応が組織 

として一貫したものになるよう明確化する。    
④いじめ防止の取組を学校評価に位置づけ目標 

の達成状況を評価する。            
⑤実践的な教職員研修を実施する。       
⑥状況や対策について家庭への情報提供の充実 

に努めるとともに、学校運営協議会等を通じ 

て地域に対する情報提供を進める。        
⑦重大事態については国のガイドラインに従っ 

て適切に対応する。                
⑧重大事態にかかる調査結果については児童生 

徒及び保護者の意向等を踏まえて公表する。 

  

町のホームページに掲載しています。町の基
本方針の改定に伴い、各学校でも見直しが図ら
れています。        

    

  

山北町いじめ防止基本方針の改定 



 

 

 

平成 29年（第 11回～第 12回・協議会） 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

○第 11回（11月 13日） 

・教育長報告 

・山北町立小学校及び中学校の管理運営に関する規則の一 

部を改正する規則の制定について 

・山北町教育支援委員会要綱の一部を改正する要綱の制定 

 について 

○協議会（11月 13日）  

・平成 29年度山北町人権講演会について 

・ライブ・イン・山北 2017について 

○第 12回（12月 21日） 

・教育長報告 

・山北町いじめ防止基本方針の改定について 

○協議会（12月 21日） 

・第 39回丹沢湖ハーフマラソン大会の結果について 

・平成 30年山北町成人式について 

・ライブ・イン・山北 2017 について 

 

 

教育委員会の審議事項 

学びの窓から No.４  園・学校・町の取組を紹介します 

 

三保幼稚園 公開保育 12月６日（水）   

 澄み切った青空の下、三保幼稚園で公開保育が行われま

した。年長さん５名、年少さん４名の子どもたちの元気な

声が園庭に響いていました。フカフカの落ち葉のプールで

寝転んだり、おままごとをしたりする年少さん。金づちを

使って、５人で力を合わせてテーブルを作る年長さん。同

じ場で遊びながらも、それぞれの発達に応じた活動が大切

にされていました。また、３時間目の小学生が幼稚園に来

て、週に１度の交流学習も公開されました。２年生と一緒

にゲーム等を楽しむことで、協力や思いやり、小学校生活

への期待感を高めています。 

山北町の外国語教育   

 山北町では、２名のＡＬＴ（外国語指導助手）を雇用し、小・中学校の外国語の授業に

入っています。教育課程に位置づけられている５・６年生以外の１～４年生も年間をとお

して、外国語活動を楽しんでいます。その他に、幼稚園・保育園・こども園にも年 15回程

度訪問し、園児とふれあいながら外国の文化や、外国語に親しむ機会を設けています。先

日、12月 12日（火）の向原保育園の発表会では、３・４・５歳児による、英語の歌３曲、

劇あそびの中に色や動物、日常的によく使うかけごえなどが盛り込まれていました。招待

された、地域の方々も子どもたちの様子にびっくり！子どもたちの吸収力はすごいですね。 

楽しみながら外国語に親しむ様子

は、まさに山北町のめざしている姿で

す。新学習指導要領では、小学校５・

６年生で年間 70時間の外国語、３・

４年生でも 35時間の外国語活動が導

入されます。これからも、外国語をと

おして、人とのコミュニケーションを

楽しめる子どもを育成していきます。 


